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○
清
掃
を
実
施
し
て

　

道
路
の
路
肩
や
法の
り
め
ん面
の
草
が
伸
び
、

交
通
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
清
掃
後
は
き
れ
い
に

草
が
刈
ら
れ
、
道
端
に
落
ち
て
い
た
ゴ

○
実
施
か
中
止
か

　

こ
の
一
斉
清
掃
は
、
毎
年
七
月
の
第

一
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
で

三
十
六
回
目
で
す
。
き
れ
い
な
村
を
守

る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
る
恒
例
行
事
と

も
言
え
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
今
回

は
例
年
と
は
異
な
る
状
況
の
た
め
、
一

斉
清
掃
を
実
施
す
る
か
否
か
の
協
議
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
村
を
き
れ
い
に

　

村
内
総
ぐ
る
み
一
斉
清
掃
は
、
自
分

た
ち
の
暮
ら
す
村
を
自
分
た
ち
で
き
れ

い
に
す
る
た
め
、
村
全
体
が
協
力
し
て

毎
年
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

震
災
の
影
響
も
あ
り
、
例
年
と
は
作
業

内
容
を
少
し
変
更
し
て
、
村
内
各
地
域

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

草
刈
り
機
で
作
業
を
す
る
音
が
あ

ち
こ
ち
で
響
き
、
路
肩
の
草
が
き
れ
い

に
刈
り
取
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
草
刈

り
機
が
使
え
な
い
場
所
な
ど
は
、
鎌
を

使
っ
て
手
作
業
で
て
い
ね
い
に
草
を
刈

り
取
っ
て
い
ま
し
た
。
道
路
で
は
、
ゴ

ミ
袋
を
持
っ
て
歩
き
な
が
ら
、
道
端
に

落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
を
行

県道白河羽鳥線沿道の草刈り（米地区）

▲空き缶やゴミ拾い（熊倉地区）

▲水路周辺の草刈り（上新田地区）

み
ん
な
で
守
ろ
う

　
　
　

き
れ
い
な
村

　７月３日、第 36 回村内総ぐるみ一斉清掃が実施されました。
　今年は放射線による健康被害が心配されたため、例年とは異なり、
様々な配慮がされた上で、草刈りや空き缶拾いなどが行われました。

　

そ
れ
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性

物
質
が
土
壌
や
側
溝
な
ど
様
々
な
場
所

に
存
在
す
る
た
め
、
清
掃
作
業
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
村
民
が
放
射
線
の
被

害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
な
ど
の
不
安
が
生
じ
た
た
め
で
し
た
。

　

五
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
た
保
健
委

員
会
理
事
会
で
、
事
前
に
計
測
し
た
村

内
各
地
の
放
射
線
量
を
資
料
と
し
な
が

ら
、
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
側
溝
な
ど

は
放
射
線
量
が
高
い
た
め
側
溝
の
土
砂

上
げ
は
自
粛
す
る
こ
と
、
草
刈
り
や
空

き
缶
拾
い
に
つ
い
て
は
、
防
犯
や
、
交

通
安
全
、
通
学
路
の
安
全
の
確
保
の
た

め
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

う
人
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
放

置
自
転
車
な
ど
の
撤
去
作
業
も
行
わ

れ
、
集
め
ら
れ
た
草
や
ゴ
ミ
と
一
緒
に

村
建
設
業
組
合
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

▲刈り取った草を回収（村資材置き場）

ミ
も
拾
い
集
め
ら
れ
て
、
す
っ
か
り
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

担
当
の
藤
田
住
民
生
活
課
長
は

　
「
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
一

斉
清
掃
が
実
施
で
き
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
村
を
き
れ
い
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
風
評
被
害
を
払
ふ
っ
し
ょ
く拭
す
る
こ
と
も

で
き
ず
、
誰
も
村
を
訪
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

放
射
線
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
も
、

自
分
た
ち
の
手
で
自
分
た
ち
の
村
を
き

れ
い
に
す
る
た
め
の
活
動
は
、
今
年
も

多
く
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
、
途
切
れ

る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
作
業
時
間
に
つ
い
て
は

放
射
線
の
リ
ス
ク
を
考
え
て
、
一
時
間

程
度
の
作
業
と
す
る
こ
と
な
ど
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
六
月
二
十
日
に
行
わ
れ

た
保
健
委
員
会
臨
時
総
会
で
こ
れ
ら
の

こ
と
が
了
承
さ
れ
、
一
斉
清
掃
の
実
施

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
放
射

線
の
影
響
を
考
慮
し
、
今
回
初
め
て
、

雨
天
の
場
合
は
作
業
を
中
止
す
る
こ
と

と
決
め
ま
し
た
。▲同じ地区に住む人が一緒に作業（熊倉地区）

▲道路の路肩をきれいに（米地区）

▲クリーンセンターで焼却作業
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浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
で
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に
し
て
放
流
す
る
『
生
き
て

い
る
排
水
処
理
施
設
』
で
す
。
浄
化
槽
法
の
規
定
に
よ
り
、
①
保
守
点
検
、
②
清
掃
、

③
法
定
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
な
い
と
浄

化
槽
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ず
、
汚
れ
た
水
が
流
さ
れ
、
河
川
等
の
水
質
が
悪

化
し
た
り
悪
臭
が
発
生
し
た
り
す
る
な
ど
、
生
活
環
境
を
悪
く
す
る
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
は
必
ず
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
保
守
点
検

　

保
守
点
検
は
浄
化
槽
の
微

生
物
の
機
能
を
維
持
し
、
浄

化
槽
に
設
け
ら
れ
た
各
設
備

機
器
が
正
常
に
作
動
す
る
よ

う
に
調
整
や
保
守
点
検
作
業

を
行
う
も
の
で
す
。
県
の
登

録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者

に
委
託
し
、
家
庭
用
の
小
型

浄
化
槽
で
は
年
に
最
低
三
回

の
点
検
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
保
守
点
検
の
回
数

は
浄
化
槽
の
処
理
方
式
や
規

模
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

●
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚

泥
な
ど
の
引
き
抜
き
や
、
浄

化
槽
の
附
属
装
置
等
の
機
械

類
を
洗
浄
す
る
作
業
で
す
。

通
常
は
、
西
郷
村
の
許
可
を

受
け
た
浄
化
槽
業
者
に
委
託

※
平
成
十
八
年
二
月
に
浄
化

槽
法
の
改
正
に
よ
り
、
法

定
検
査
を
受
検
し
な
い
浄

化
槽
管
理
者
の
方
に
対
し

て
は
、
村
か
ら
検
査
受
検

の
指
導
、
助
言
、
勧
告
及

び
命
令
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。命
令
が
あ
っ

て
も
、
な
お
受
検
し
な
い

浄
化
槽
管
理
者
の
方
に
対

し
て
は
、
三
十
万
円
以
下

の
過
料
が
課
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
受

検
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

●
法
定
検
査

　

浄
化
槽
法
に
規
定
さ
れ
た

水
質
に
関
す
る
検
査
の
こ
と

で
、「
七
条
検
査
」
と
「
十
一

条
検
査
」の
二
種
類
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
県
が
指
定
す
る
指

定
検
査
機
関
（（
社
）
福
島

県
浄
化
槽
協
会
）
が
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
七
条
検
査
〉

　

浄
化
槽
の
工
事
が
適
正
に

施
行
さ
れ
て
い
る
か
等
の
検

査
を
行
い
ま
す
。
浄
化
槽
を

設
置
し
、
使
用
開
始
後
三
カ

月
を
経
過
し
て
か
ら
五
カ
月

以
内
の
間
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

〈
十
一
条
検
査
〉

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び

■問合せ　上下水道課（下水道業務係）　☎ 25 － 2912
　　　　　㈶福島県浄化槽協会  郡山支所　☎ 024 － 933 － 3840

西郷村は、「源流の郷」です。
「きれいな川」を下流へ引き継ぐために下水道への接続をお願いします。

８月 26日から９月 25日は
　　　　　下水道普及促進月間です

　公共下水道が整備された地区では、従来から使用し
ている汲み取り式トイレや浄化槽式トイレは、供用開
始の日から３年以内に下水道に直接流すことのできる
水洗トイレに改造することが、下水道法で義務づけら
れています。供用開始され、まだ下水道に接続されて
いない住宅は早めの接続をお願いします。
　また、農業集落排水事業（農村下水道）の場合は、
３年以内の義務はありませんが、水質保全及び地域の
生活環境の改善と衛生的な生活を図ることから、出来
る限り早く排水設備の設置、トイレの水洗化をお願い
いたします。
　村では、次ページの助成制度及び融資あっせん制度
がありますのでご活用ください。

し
、
年
に
最
低
一
回
の
清
掃

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

清
掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て

い
る
か
等
の
検
査
で
す
。
毎

年
一
回
、
定
期
的
に
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

　排水設備工事に要する費用を借り入れする場合、

希望する金融機関からの融資をあっせんします。

　また、その借り入れ利子を村が助成します。

①排水設備工事を行う方が対象となります。

②融資あっせん限度額
　１件 400,000 円（ただし、複数改造の場合は

　２件分として 800,000 円を限度額とします）

③助成金と融資あっせん金額の合計
　１件 400,000 円　

④償還期間等
　40 カ月以内で毎月の返済金額は、元利 10,000

　円以上となります。

　《公示後１年以内に改造工事をする場合の例》

　　改造工事費（１件）520,000 円

　　520,000 円＝ 4
（融資あっせん限度額）

00,000 円＋ 1
（ 自 己 資 金 ）

20,000 円

※融資あっせん制度を利用した場合の利子につい

　ては、一時立替払いで支払っていただき、後で

　村が助成金としてお支払いします。

⑤融資あっせんの対象者
　⑴建物の所有者又は、同意を得た占有者

　⑵受益者分・負担金を滞納していない方

　⑶西郷村に居住し、連帯保証人１人を有する方

　⑷融資金融機関が定める資格に適合する方

融資あっせん制度

水洗化及び排水設備工事費融資あっせん制度

（融資あっせん限度額内訳）

40,000 円　＋　360,000 円
（村の助成金） （借入額）

（400,000 × 10％）  （融資あっせん額）

水洗化助成制度

　排水区域（使用開始）として、公示の日より３

年以内に改造工事を行った方に、工事費の一部を

助成いたします。（新築については該当しません）

①助成期間
　供用開始平成 21 年度から平成 23 年度まで

②助成金の額（公示の日より）
　⑴１年以内に工事を行った方…工事費の 10％

　⑵２年以内に工事を行った方…工事費の 7.5％

　⑶３年以内に工事を行った方…工事費の５％

③助成金の最小限度額
　10,000 円（工事費が 100,000 円未満の場合は

　該当しません）

④助成金の対象工事費の限度額
　⑴改造工事１件につき 400,000 円

　⑵同一世帯において２件以上または、アパート

　　等の改造工事の場合は 800,000 円（ただし、

　　融資あっせんを受ける場合の、融資あっせん

　　額と助成金の合計額は、⑴及び⑵の限度額ま

　　でとします）

⑤助成の対象者
　⑴建物の所有者又は、同意を得た占有者

　⑵受益者分・負担金を滞納していない方

　⑶公示の日より３年以内に改造を行う方

水洗トイレ等の改造工事に対する助成金制度
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区 分 補 正 額 総 額

水道事業
会 計

収益的
収入 △ 22,513 297,378
支出 △ 22,513 297,378

資本的 収入 15,795 90,680

区 分 補 正 額 総 額

工 業 用
水道事業
会 計

収益的
収入 △ 36,892 268,665
支出 △ 36,892 268,665

資本的
収入 △ 94,000 43,001
支出 △ 95,025 177,129

●公営企業会計【６月補正】

村議
会報

告

予
算
案
件

村
長
提
出
議
案

請
願
・
陳
情

一
般
案
件

陳
情

　

平
成
二
十
三
年
第
二
回
定
例
会
が
、
六
月
十
六
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
な
ど
に
関

す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▽
平
成
二
十
三
年
度
六
月
補
正
予

算
に
つ
い
て

　

提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
別
表
１
、２

の
と
お
り
で
す
。

（単位：千円）

　

新
た
に
次
の
道
路
が
村
道
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
三
一
〇
四
号
線
（
米
小
前
線
）

　

米
字
向
山
一
六
五
番
二
先
か
ら

　

熊
倉
字
下
山
八
番
先

⑵
四
一
八
五
号
線
（
上
野
原
二
一
号
線
）

　

小
田
倉
字
上
野
原
四
五
九
番

　

二
八
先
か
ら
小
田
倉
字
上
野
原

　

四
五
九
番
二
八
先

⑶
四
一
八
六
号
線
（
上
野
原
二
二
号
線
）

　

小
田
倉
字
上
野
原
四
五
九
番
五

　

先
か
ら
小
田
倉
字
上
野
原
四
五

　

九
番
二
一
先

▽
平
成
二
十
二
年
度
西
郷
村
繰
越

明
許
費
に
係
る
繰
越
計
算
報
告
に

つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
費
を
平

成
二
十
三
年
度
へ
繰
越
し
た
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

▽
平
成
二
十
二
年
度
西
郷
村
事
故

繰
越
し
に
係
る
繰
越
計
算
報
告
に

つ
い
て

　

震
災
の
た
め
、
平
成
二
十
二
年
度

内
に
完
了
が
不
可
能
と
な
っ
た
工

事
の
事
業
費
を
平
成
二
十
三
年
度

に
繰
越
し
た
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

▽
白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
経
営

状
況
報
告
に
つ
い
て

　

白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
▽
西
白
河
地
方
衛
生
処
理
一
部
事

務
組
合
の
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ

い
て

　

西
白
河
地
方
衛
生
処
理
一
部
事

務
組
合
の
議
会
議
員
に
鈴
木
宏
始

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
に
、
後
藤
功

氏
、
室
井
清
男
氏
、
森
健
一
氏
、

相
川
勇
治
氏
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

▽
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
（
原
案
可
決
）

▽
原
発
事
故
の
早
急
な
収
束
と
、

県
内
す
べ
て
の
原
発
廃
炉
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

▽
子
ど
も
た
ち
に
長
期
的
な
健
康

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
定
期
的
な
健
康

診
断
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書
提

出
方
の
請
願
（
不
採
択
）

請
願

▽
羽
太
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
造
成
工

事
に
伴
う
残
土
排
出
物
処
分
に
よ

る
現
状
回
復
工
事
の
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
審
査
）

▽
西
郷
村
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
大
字

熊
倉
字
東
高
山
一
ー
三
三
六
）
付

近
の
分
譲
地
に
対
す
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
審
査
）

▽
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
関
す
る
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

▽
西
郷
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
住
宅
借
入

金
特
別
控
除
を
受
け
て
い
る
方

の
居
住
し
て
い
る
家
屋
が
、
震
災

に
よ
り
被
災
し
、
居
住
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
で
も
引
き
続
き
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
西
郷
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
原
案
可
決
）

会 計 補 正 額 総 額
一 般 会 計        372,100 8,966,588
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 　 129,548 1,649,997
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計     △ 55,219 670,645
農業集落排水事業特別会計        284,940 526,923
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計             4,235 948,882
介護サービス事業特別会計                591 38,166
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 559 106,511

●一般会計・特別会計【６月補正】（単位：千円）【別表１】 【別表２】

議
員
提
出
議
案

新生活運動 ってご存じですか？

　

西
郷
村
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
よ
り
「
西

郷
村
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会
」を
設
置
し
、

西
郷
村
に
お
け
る
新
生
活
運
動
を
推
進
す
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
生
活
運
動
と
は
、
冠
婚
葬
祭
や
普
段
の

生
活
の
中
で
、
無
駄
や
見
栄
を
な
く
し
、
合

理
化
を
は
か
る
運
動
の
こ
と
で
す
。
西
郷
村

　

村
民
の
皆
様
に
さ
ら
に
分
か
り
や
す
く
、

広
く
こ
の
運
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

５
つ
の
実
践
目
標
を
掲
げ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
ま
し
た
（
左
図
参
照
）。
こ
の
ポ
ス
タ
ー

は
、
皆
様
の
目
に
と
ま
る
よ
う
、
各
集
会
施

設
に
掲
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
つ
の
実
践
目
標
は
、
誰
で
も
、
い
つ
で

で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
式
服
の
貸
出
、

花
輪
ポ
ス
タ
ー
の
販
売
な
ど
、
皆
様
の
生
活

に
密
着
し
た
活
動
を
現
在
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
新
生
活
運
動
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
、
村
民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
活
動
も
併
せ
て
行
っ
て
い

き
ま
す
。

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
内
容

で
す
。
例
え
ば
そ
の
日
会
っ

た
人
に
あ
い
さ
つ
し
た
り
、

身
の
回
り
の
ご
み
を
拾
っ
た

り
な
ど
…
…
。
自
分
で
で
き

る
簡
単
な
こ
と
か
ら
始
め

て
、「
笑
顔
で
、
住
み
よ
い
、

活
力
に
満
ち
た
」
西
郷
村
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
生
活
運
動
と
は

新
ポ
ス
タ
ー
完
成

≪事務局：村文化センター内
　　　　　　　中央公民館≫
　　☎ 25 － 2755

西郷村新生活運動推進協議会

■問合せ
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いっしょに遊ぼう！

　村立西郷幼稚園で西郷第二中学校３年生９名

が保育体験実習を行いました。中学生はこの体

験実習で、小さな子どもとの接し方などを学ぶ

ため参加しました。園児たちは中学生のお兄さ

んお姉さんたちに遊んでもらって大喜びでし

た。一緒に体育館で遊んだ後、夕涼み会の練習

やプレイルームでのプール遊びを行いました。

　文化庁の次代を担う子どもの文化芸術体験事業

による「子ども・夢・アート・アカデミー」が西

郷第二中学校で開催されました。２年生 82 名が

参加し、日本画家の福田千
せんけい

惠先生と朝倉隆文先生

による授業が行われました。先生の指導により子

どもたちは色紙に図形や木の葉などを描き、仕

上げに金
きんぱく

箔を振りかけました。できあがった絵は

どれも個性的で、すばらしい力作ぞろいでした。

　まきば保育園で３歳以上の園児を対象に、白

河警察署生活安全課の方による防犯教室が行わ

れました。はじめ園児たちは、助けを呼ぶ練習を

し、みんなで「助けて！」と大きな声を出しまし

た。次に、事件にあわないために大切な、「知ら

ない人についていかない」などの注意事項の一部

をつなげた「イカのおすし」の説明を受け、自分

の身を守るために大切なことを学びました。

　赤ちゃんとママのふれあい広場が保健福祉セ

ンターで開催され、13組の親子が参加しました。

この広場はベビーマッサージで赤ちゃんとママ

の絆を深め、ママ同士の交流を図ることを目的

として開催されています。ママが赤ちゃんに話

かけながら、やさしく全身をマッサージをする

と、赤ちゃんは気持ち良さそうな表情をし、マ

マと赤ちゃん両方とも笑顔になっていました。

身を守るために 短
冊
に
こ
め
た

　
　
　
　
　

お
願
い
は
？

　村立西郷幼稚園、まきば保育園、みずほ保育園で「たなばた
会」が行われました。それぞれ子どもたちが、願いをこめて書
いた短冊や手作りの飾りをつけて「たなばた飾り」を作りまし
た。子どもたちは先生からたなばたの物語を聞いたり、アトラ
クションを見たりして楽しい時間を過ごしました。

　夏山遭難救助訓練が甲子地区の阿武隈川源流

周辺で白河警察署、白河地方広域市町村圏消防

本部、西郷村消防団、山岳会など約 70 名が参

加して行われました。雄滝付近で遭難した人

を救助するという想定のもと、甲子山方面と

雄滝方面に分かれて救助訓練が行われ、参加者

たちは真剣に救助作業を行っていました。

▲いろいろなお飾りがあるね（まきば保育園） ▲たなばたの人形劇です（みずほ保育園）

思いのままに

事故に備えて

６/29

７/ ４

６/23

６/19７/12

ママのやさしい手で

▲「これは、どうやって作ったの？」（村立西郷幼稚園）

▲願い事いっぱい（村立西郷幼稚園）

７/ ７
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第十五回

統 計 入 門

西郷村中央公民館図書室だより

統計を使ってみよう！

　待ちに待った夏休み。子どもたちは長い休みの間、たのしい思い出を作っていることで
しょう。ところで、夏休みといえば、忘れてはいけない夏休みの宿題。特に、「自由研究」
では何をしていいのか迷っている子もいるのではないでしょうか。

　自由研究で最初に行うことは、何を調べるの

かを決めることです。身近なことや、ニュース

で見てもっと知りたいと思ったことなど、自分

で興味を持てるものをテーマに決めます。

　テーマが決まったら、まず、それを知るため

には何をどのように調べれば良いのか計画を立

てます。調べる方法としては、実際に自分でデー

タをとる方法や、インターネットや図書館で資

料を調べるなどの方法があります。

　調べる方法が決まったら、それに従って調べ

ます。データを集める場合には、なるべく同じ

条件の下で行うことが、正確な分析を行うため

に大事なことです。また、インターネットなど

で資料を集める場合には資料の出典が必要にな

るので記録しておいて下さい。

　資料やデータがそろったら、どんな形にまと
めるのかを考えます。下書きを行い、全体の構
成を考え、タイトルを決定します。
　次に、これらの下書きをもとに全体を清書し
ます。グラフや表を使う場合、グラフの線の色

を別にしてデータを表したりするなど見やすい

ようにまとめます。最後に、この研究をするこ

とにより何を調べたかったのか、わかったこと

などについてもまとめます。

　夏休みの宿題に様々な事を、統計を使って研

究してみるのはいかがでしょう。観察記録や調

べたデータをグラフにしたら、統計グラフコン

クールにも出品してみませんか。

　統計局ホームページ「なるほど統計学園」に

も自由研究のヒントが掲載されています。

 

ふるさと西郷村の誕生から今日まで

　西郷村立村から 120 年にあたることから、村教育
委員会では、6 月 23 日に開催されたふるさと講座で、
西郷村百二十年のあゆみをテーマに村職員が写真や
資料を交えて解説を行いました。会場には、多くの
方が訪れ熱心に村の歴史を学んでいました。
　この講座では、ふるさと西郷村の歴史や文化を知
る講座として毎年開催されており、座学ばかりでな
く、村に点在している史跡などを見ながら説明を聞
けるフィールドワーク学習など村の歴史を分かりや
すく学ぶことができます。
　文化センターの第一研修室で行われた講座は、初
めてインターネットで映像配信をし、講座に参加で
きなかった方も自宅などで観ることができました。

　

西
郷
村
は
明
治
二
十
二
年
（
一
九
八
九
）
四
月
に
誕
生
し
、平
成
二
十
一
年
（
二
○
○
九
）

で
百
二
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
県
内
の
町
村
で
百
二
十
年
を
迎
え
た
の
は
七
町
村
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
立
村
百
年
を
迎
え
た
平
成
元
年
に
は
『
立
村
百
年
史
』
を
刊
行
し
て
い
る

た
め
、
西
郷
村
教
育
委
員
会
で
は
平
成
元
年
か
ら
平
成
二
十
一
年
ま
で
の
村
の
出
来
事
を
ま

と
め
、『
立
村
百
年
史
追
録
版
』
と
も
い
う
べ
き
『
西
郷
昔せ
き
じ
ゅ寿　

西
郷
村
立
村
百
二
十
年
史
』

を
こ
の
た
び
刊
行
し
ま
し
た
。

　
「
昔
寿
」
と
は
、人
間
だ
と
八
十
八
歳
で
米
寿
、九
十
歳
だ
と
卒
（
卆
）
寿
と
い
う
よ
う
に
、

節
目
の
年
を
お
祝
い
す
る
慣
習
が
あ
り
、「
廿
（
＝
二
十
）
＋
百
＝
昔
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、

百
二
十
歳
の
お
祝
い
を
昔
寿
と
呼
ん
で
い
る
た
め
、
百
二
十
年
を
迎
え
た
西
郷
村
を
お
祝
い

す
る
意
味
で
、『
西
郷
昔
寿
』
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
平
成
元
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
の
出
来
事
を
ま
と
め
た
「
西
郷
村
の
あ
ゆ
み
」

や
大
正
や
昭
和
に
撮
ら
れ
た
風
景
写
真
と
現
在
の
風
景
写
真
を
比
べ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る

「
写
真
で
見
る
西
郷
村
の
あ
ゆ
み
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
　

書　
　

名　
『
西
郷
昔
寿　

西
郷
村
立
村
百
二
十
年
史
』

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版　

一
三
四
頁

　
　

販
売
価
格　

千
五
百
円
（
予
定
）

　
　

申
込
受
付　

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日 

㈪ 

よ
り
開
始

　
　
　
　
　
　
　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
☎
二
五 
︱ 

二
七
五
五
）

　
　

引
渡
開
始　

平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日 

㈪ 

よ
り
（
予
定
）

　 西
郷
村
の
百
二
十
年
の
記
録
完
成

平成 23年度ふるさと講座

▲ 村の歴史を熱心に聞く参加者
　とインターネットで同時公開

羽
太
小
二
年
生
図
書
室
見
学

８月の休館日
１日（月）・８日（月）
・15 日（月）・22 日（月）
・29 日（月）

よモーくん

　

さ
き
ご
ろ
羽
太
小
学
校
二
年
生
の
み
な

さ
ん
が
、
図
書
室
の
見
学
に
き
て
く
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
会
に
参
加
し
、
そ
の
あ
と
現
在

改
装
中
の
た
め
仮
図
書
室
と
な
っ
て
い
る

視
聴
覚
室
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

各
々
、
実
際
に
本
を
選
び
図
書
利
用

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
貸
出
し
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

未
返
却
の
図
書
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
中
央
公
民
館

窓
口
ま
で
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

お
願
い

新
着
図
書

児
童
書　
　

　

ぼ
く
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
な
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
ズ
編　
　

の
ぶ
み

　

こ
び
と
づ
か
ん　
　
　
　

な
ば
た　

と
し
た
か

　

星
の
子
モ
ー
シ
ャ　
　

ク
ア
ト
ー
ン
・
カ
ヤ
ン

　

男
子
☆
弁
当
部　
　
　
　

イ
ノ
ウ
エ　

ミ
ホ
コ

　

恐
怖
の
教
室　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　
　

一

一
般
書

　

空
也
上
人
が
い
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

太
一

　

ニ
ッ
ポ
ン
の
嵐　

ポ
ケ
ッ
ト
版　
　
　
　
　

嵐　

　

無
銭
ひ
と
り
散
歩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辛
酸　

な
め
子

　

下
流
の
宴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

真
理
子

　
「
ワ
タ
ク
シ
ハ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田　

圭
介
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災
害
復
興
住
宅
融
資

●
建
設
・
購
入
資
金
融
資

　

住
宅
が
「
全
壊
」、「
大
規
模
半
壊
」

ま
た
は
「
半
壊
」
し
た
旨
の
、
罹り
さ
い災
証

明
書
を
受
け
た
方
が
新
築
や
購
入
を

す
る
場
合
に
融
資
を
利
用
で
き
ま
す
。

●
補
修
資
金
融
資

　

住
宅
に
10
万
円
以
上
の
被
害
を
受

け
、
罹
災
証
明
書
を
受
け
た
方
が
、
自

宅
を
補
修
す
る
場
合
に
融
資
を
利
用

で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
（
災
害
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０
︱
０
８
６
︱
３
５
３

　
（
９
時
～
17
時
、
祝
日
を
除
く
）

震
災
特
例
旅
券
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
パ
ス
ポ
ー

ト
（
旅
券
）
を
紛
失
・
焼
失
さ
れ
た
方
は
、

こ
れ
ら
旅
券
が
不
正
使
用
な
ど
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
た
め
、
紛
失
届
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

都
道
府
県
旅
券
事
務
所
で
は
、
平
成
23

年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
り
自
宅
が
滅
失
し
た
り
損

壊
す
る
な
ど
し
て
パ
ス
ポ
ー
ト
の
紛
失
届

を
提
出
さ
れ
た
方
が
希
望
す
る
場
合
、
紛

失
な
ど
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
の
残
存
有
効
期

間
を
限
度
と
す
る
震
災
特
例
旅
券
を
、国
・

県
の
手
数
料
な
し
で
発
行
す
る
特
例
措
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
︱
５
２
５
︱
４
０
３
２

　

県
南
地
方
振
興
局 
県
民
環
境
部 

県
民

　

生
活
課

　

☎
２
３
︱
１
５
４
８

第
18
回
西
郷
村
少
年
の
主
張
大
会

お
よ
び
特
別
講
演
会
に
つ
い
て

　

各
小
・
中
学
校
の
代
表
者
が
学
校
・

家
庭
・
友
達
・
社
会
と
の
関
わ
り
の
中

で
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
体
験
し
た

こ
と
を
発
表
し
、
社
会
に
目
を
向
け
る

機
会
で
す
。

　

ま
た
、「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も

変
わ
る
」
運
動
の
一
環
と
し
て
、
元
プ

ロ
野
球
国
鉄
ス
ワ
ロ
ー
ズ
選
手
で
前
伊

達
市
保
原
中
央
公
民
館
長
、
小
林
誠
氏

に
よ
る
特
別
講
演
を
実
施
し
ま
す
。
演

題
は
「
振
ら
ぬ
バ
ッ
ト
に
ヒ
ッ
ト
な
し
」

で
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
20
日
㈯　

13
時
30
分
～

●
場
所　

村
文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
（
生
涯
学
習
係
）

老
人
温
泉
利
用
事
業 

　

お
年
寄
り
の
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
機
会
を
と
お
し
て
、
福
祉
の
向

上
、
保
養
・
健
康
増
進
を
目
的
に
、
村

内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方
が
甲
子

地
区
の
旅
館
に
宿
泊
し
た
と
き
、
１
人

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
９
月
11

日
ま
で
の
７
日
間
、全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
と
し
て
、
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
や

差
別
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法

務
局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
に
お
い
て
も
、

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

９
月
５
日
㈪
～
11
日
㈰

●
時
間　

８
時
30
分
～
19
時

　
（
９
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
は
10
時
～
17
時
）

●
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
︱
０
０
３
︱
１
１
０

■
問
合
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４
︱
５
３
４
︱
１
９
９
４

に
つ
き
年
１
回
１
，
０
０
０
円
を
助
成

す
る
事
業
で
す
。 

●
利
用
方
法

　

宿
泊
を
す
る
予
定
の
５
日
前
ま
で

に
利
用
券
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
高
齢
者
支
援
係
）

社
会
生
活
基
本
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

本
年
10
月
20
日
現
在
で
「
社
会
生
活

基
本
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、「
生

活
時
間
に
つ
い
て
」
は
、
10
月
16
日
お

よ
び
17
日
の
２
日
間
に
つ
い
て
調
査
し

ま
す
。
調
査
対
象
地
区
は
、
上
折
口
原

行
政
区
の
一
部
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
日
の
生
活
時
間
や

過
去
１
年
間
の
自
由
時
間
に
お
け
る
主

な
活
動
に
つ
い
て
調
査
し
、
調
査
結
果

は
少
子
化
対
策
や
男
女
共
同
参
画
計
画

な
ど
行
政
施
策
の
企
画
立
案
に
必
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
初
旬
か
ら
調
査
準
備
の
た
め
、

統
計
調
査
員
が
調
査
区
内
を
巡
回
し
、
調

査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
県
統
計
調
査
課

　

☎
０
２
４
︱
５
２
１
︱
７
１
４
５

●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］８月７・14・21・28 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税

固 定 資 産 税（２　期）
国 民 健 康 保 険 税（２　期）
介 護 保 険 料（２　期）
後期高齢者医療保険料（１　期）

８月 31 日（水）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

●歯科医　８月休日当番日
７日 古市歯科クリニック（中島村）☎ 52-2894

  13 日 ほ ず み 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-7211
 14 日 国 馬 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 45-2781

  15 日 水 野 谷 歯 科 医 院（中島村）☎ 52-3933
21 日 三 森 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2401
28 日 本 柳 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-5030

●小児科医　８月休日当番日
  ７日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
13 日 電 話 案 内 ※下記電話案内を参照
14 日 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
15 日 電 話 案 内 ※下記電話案内を参照
21 日 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114
28 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811

●内科・外科医　８月休日当番日
 ７日 城 南 医 院（白河市）☎ 22-3541
13 日 電 話 案 内 ※下記電話案内を参照
14 日 鈴木ホームクリニック（白河市）☎ 31-8181

 15 日 電 話 案 内 ※下記電話案内を参照
21 日 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114
28 日 千 葉 医 院（白河市）☎ 24-2080

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（９時～ 17 時）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　民）

                 　　　　　( 生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課 （国　保 ）
                　　　　　( 地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370
建   設   課 （管　理 ）
　　　                       （事　業 ）

25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

震
災
に
関
す
る
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相　
　

談
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※
小
・
中
・
高
校
生
は
、
各
学
校
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト

●
募
集
コ
ー
ス

　

航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

●
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈪
～
９
月
９
日
㈮

●
試
験
日　

９
月
23
日
㈮

●
試
験
会
場　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

●
受
験
資
格　

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満（
高
卒
見
込
み
可
）

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部 

白
河
地
域

　

事
務
所

　

☎
２
４
︱
０
３
７
２

　

＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」
に
参
加
で
き
る
方

●
申
込
期
間　

８
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

●
問
合
せ
・
申
込
先

　

・「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実
行

　
　

委
員
会
事
務
局
（
白
河
市
地
域
支

　
　

援
課
内
）

　
　

☎
２
２
︱
１
１
１
１

　
　

chiiki@city.shirakawa.fukushim
a.jp

　

・
企
画
調
整
課
（
企
画
情
報
係
）

第
61
回
福
島
県
統
計

　
　
　

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
で
は
、
統
計
に
興
味
と
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
第
61
回
福
島

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
作
品

観
察
記
録
や
既
存
の
デ
ー
タ
な
ど
を

手
描
き
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
で
グ
ラ
フ

に
し
た
ポ
ス
タ
ー

　

▽
テ
ー
マ　

自
由

　

▽
大
き
さ　

72.8
㎝
×

51.5
㎝
（
B2
判
）

●
応
募
資
格　

小
学
生
以
上

●
募
集
期
限　

９
月
９
日
㈮
必
着

■
問
合
せ
・
応
募
先

　

〒
９
６
０
｜
８
６
７
０
（
住
所
記
載
不
要
）

　

福
島
県
企
画
調
整
部
統
計
分
析
課

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
７
１
４
３

自
分
改
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独
身
の

男
性
の
方
、
12
月
18
日
㈰
に
開
催
さ
れ

る
「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」
に
向

け
て
自
分
を
磨
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

全
講
座
６
回
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

優
先
的
に
本
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
講
座
開
催
日

　

①
話
し
方
講
座
Ⅰ
…
９
月
８
日
㈭

　

②
身
だ
し
な
み
講
座
Ⅰ
…
９
月
22
日
㈭

　

③
話
し
方
講
座
Ⅱ
…
10
月
13
日
㈭

　

④
身
だ
し
な
み
講
座
Ⅱ
…
10
月
27
日
㈭

　

⑤
話
し
方
講
座
Ⅲ
…
11
月
10
日
㈭

　

⑥
身
だ
し
な
み
講
座
Ⅲ
…
11
月
24
日
㈭

●
時
間

　

①
～
⑥
共
に
18
時
30
分
～
20
時
30
分

●
場
所　

白
河
市
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
料　

無
料

●
募
集
人
数　

20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
参
加
対
象
者

①
白
河
市
お
よ
び
西
白
河
郡
在
住
の
独

　

身
男
性
の
方

②
上
記
講
座
全
て
受
講
で
き
る
方

③
12
月
18
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
出
逢
い

募　
　

集

試　
　

験

●
善
意 

 
 

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
西
郷
村
に
寄
附
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

　

し
ま
す
。

▼
白
河
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長　

小
室  

信
一
氏

　
（
６
月
６
日
、小
学
生
の
食
育
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
和
知　

一
男
さ
ん　
　
　
　
【
柏
野
】

　
（
６
月
８
日
、
故
和
知
萬
治
郎
氏
の
遺

　

志
と
し
て
福
祉
向
上
の
た
め
に
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
白
河
地
区
管
工
事
協
同
組
合

　

理
事
長　

進
藤  

徹
也
氏

　
（
６
月
９
日
、
災
害
復
興
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
鈴
木　

英
和
さ
ん　
　
　
【
大
清
水
】

　
（
６
月
15
日
、
故
鈴
木
英
策
氏
の
遺
志

　

と
し
て
村
政
発
展
の
た
め
に
）　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
高
野　

金
治
さ
ん　
　
　
　
【
大
平
】

　
（
７
月
１
日
、村
道
等
の
美
化
の
た
め
に
）

　
　
　　
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ　

五
〇
本

　
　
　　
玉
椿　
　
　
　
　
　

五
〇
本

　
　
　　
し
だ
れ
桜　
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発売期間
７月 30 日～
　　　８月９日

この宝くじの収益金は、

震災復興のために使われます。
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西郷
デジタル化
宣言

Chapter 13

　４月、総務省では東北３県（岩手、宮城、福
島）について、アナログ放送を最長１年延長す
るとの公表をおこないましたが、このたび総務
省において、その期限を平成 24 年３月 31 日
とする方針を固め、７月 13 日電波監理審議会
に諮問する等の手続を行い、原案を適当とする
答申を受けました。

アナログ放送の延長期限が
決定されました。（東北３県）

地デジ難視対策衛星放送の申込について

　総務省は４月 20 日、東日本大震災の被害が大きかった岩手、宮城、福島の３県で地上デジタル放送の移
行（地上アナログ放送の停波）を、最長１年延期すると発表しておりました。
　このたび、被災自治体への調査を行い、各自治体と調整を進めた結果、総務省において、その期限を平成
24 年３月 31 日とする方針を固め、７月 13 日電波監理審議会に諮問する等の手続を行い、原案を適当とす
る答申を受けました。　震災により、低所得者向けに実施していた簡易なチューナーの無償配布を被災者に
も対象を広げるなど支援策について拡大されましたが、この度の延期によって東北３県の民放 12 局がアナ
ログ放送の継続に必要な放送設備の運用費の一部を補助するなどして、３月末日までの延期を行います。

東北３県（岩手県、宮城県、福島県）のアナログ放送停波は平成 24 年３月 31 日

○地デジ難視対策衛星放送について詳しくは→ http://www.dpa.or.jp/safetynet/

■問合せ　企画調整課（企画情報係）　☎ 25-2943

アナログ放送延期に伴う村内デジタル放送局開局の遅延について

　現在川谷地区に NHK 単独局（磐城西郷局）が設置されております。この磐城西郷局は、虫笠、長坂、谷
地中の中継局よりも出力が大きいもので、大平地区付近まで電波が及んでいます。
　この NHK 単独局と同じ場所に民放４局の中継局を建設中であり、こちらからデジタル放送の電波が発射
されることで、村内の電波状況が大きく変化することになります。
　しかしながら、現在建設中の中継局は、アナログ放送と同じチャンネルを使用しているため、アナログ放
送が停波しない限り、デジタル放送の電波を発射することができません。
　今回、総務省で公表されたアナログ放送停波の延期によって、磐城西郷局の民放放送についても、電波の
発射が後伸ばしになります。

　すでに難視対策衛星の申込を終え、衛星を利用し地上波と同じ番組を視聴されている世帯もあることと思
います。村内においては、震災以前に「地デジ難視対策衛星放送対象リスト」に登録されていた地区につい
ては、センター担当者による訪問を終えております。
　今後は、震災後にリストに登録された地区に対しても、順次、難視対策衛星放送を利用した対策が施され
い行くことになりますが、その時期については現在のところ未定となっております。



日 月 火 水 木 金 土
1 2

すいか割大会
（10:00 みずほ保育園）

3
すいか割大会

（10:15 まきば保育園）

4
６～７カ月児健康
相談

（9:30 保健福祉セン
ター）
避難訓練

（10:00 みずほ保育園）

5 6
川谷夏祭り

（17:00 川谷小・中
学校校庭）

7 8
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

9 10
１歳６カ月児健康
診査

（12:50 保健福祉セン
ター）
心配ごと相談会

（13:00 高齢者生活
支援センター）
目の覚める運動

（10:00 キョロロン村）

11 12
子宮がん検診

（受付 9:30 ～ 10:00、
13:00 ～ 13:30  保健
福祉センター）

13

14 15 16 17 18
３歳児健康診査

（12:50 保健福祉セン
ター）

19
まきば保育園

「お泊まり保育」
（9:30 那須甲子青少

年自然の家～ 20 日）

20
第 18 回西郷村少年
の主張大会

（13:30 文化センター）

21 22
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

23
献血

（13:00 イオン白河
西郷店）

24
歯科クリニック

（ 幼 児 13:00・ ６ 歳
児 13:45 保健福祉セ
ンター）

25
村内小・中学校始業式

（村内各小・中学校）
誕生会

（10:00 みずほ保育園）
心配ごと特別相談会

（13:10 高齢者生活
支援センター）

26
第２学期始業式

（9:30 村立西郷幼稚園）

27

28
西郷村議会議員一
般選挙投票日

（7:00 各投票所）

29
西郷村議会議員当
選証書交付式

（10:00 議場）
行政相談所

（13:30 文化センター）

30
防犯教室

（10:00 みずほ保育園）

31
カレーパーティー

（10:00 村立西郷幼稚園）

2011 年 8 月
August行事
レカ ンダー

●今月の顔────
４カ月児健康診査に来ていた（7/7）

　　　　　　　可愛らしい子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・8/6,7　白河ＳＯＵＬ　　フェスティバル
　　　　（白河駅前イベント広場  8/6   16:00、　8/7  12:00 ）
　　　　※ダルライザーショーや、飲食ブースが予定されています。

・8/7   　白河関まつり  歩行者天国（白河市天神町・中町・本町　12:00）

・8/7　　東日本大震災復興祈願  市民納涼花火大会
　　　　 （白河市城山公園内 19:30〔雨天時は 8/8 に順延〕）

・8/18､19  白河盆踊り大会（白河駅前イベント広場 17:00）

人口と世帯数（7 月 1 日現在）人口 19,803 人（前月比 +2）男 9,983 人（-3）女 9,820 人（+5）世帯数 6,764 戸（+18）

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。

モバイル用ホームページはこちら（＾０＾）／↑

※平成 17 年国勢調査の値に住民基本台帳の異動状況を反映させた数値です。

（魂）


